
　「第10回ご当地！絶品うまいもん甲子園決勝大会」
で準優勝を獲得した小野高校家庭クラブの皆さんが役
場を訪れ、町長に受賞の報告をしました。
　小野高校家庭クラブは、昨年、東日本大震災から
10年を迎えたことを受け、食を通して福島を元気に
したいとの思いを込めた「あげイン！福島のき棒」（レ
シピは広報おのまち令和３年11月号に掲載）で大会に
エントリーし、みごと２年連続３回目の準優勝を獲得
しました。
　生徒の皆さんからは「地域の皆さんに恩返ししたい
という思いで取り組んだ」「支えていただいた皆さんに
感謝したい」といった思いなどが伝えられました。
　このたびの受賞、誠におめでとうございます。今後
ますますのご活躍をお祈りします。

（前列左から）橋本みなみさん、我妻祐花さん、吉田七
海さん（いずれも３年生）、　（後列左から）青木教諭、
佐々木校長、町長、副町長、教育長

小野高校家庭クラブ２年連続準優勝
第10回ご当地！絶品うまいもん甲子園決勝大会

　全国大会に出場する佐藤優妃さん（小野高１年）に激励金が贈呈されました。
　佐藤さんは、第67回青少年読書感想文全国コンクール中央審査会に出品し、
審査の結果、入選賞を受賞しました。
　佐藤さんのご努力に敬意を表し、今後ますますのご活躍をお祈りします。

佐藤さんに激励金
全国大会出場者激励金贈呈

　長年にわたり献血へご協力いただいた郡司春雄さん（小戸神）に日
本赤十字社から金色有功章が贈られ、伝達式が１月28日、町長室
で行われました。
　伝達式では、副町長から金色有功章と感謝状が手渡されました。
　郡司さんは「献血が可能な年齢まで、自分の健康のためにも献血
を続けていきたい」と話されていました。
　金色有功章は、献血回数100回を達成された方に対し、日本赤十
字社から授与されるものです。年々献血者が減少傾向にあるなか、
長年にわたる献血へのご協力に対し、紙上よりお礼申し上げます。

郡司さんが金色有功章受章
献血100回達成

郡司さん（左）と副町長

佐藤さん
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